
大 阪 農 業 時 報（7）

猶
予
制
度
の
対
象
と
な
る
よ
う
制
度

の
見
直
し
を
求
め
た
。

　

調
査
で
は
、
経
営
農
地
の
面
積
や

所
有
す
る
農
業
用
施
設
や
農
業
経
営

の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
た
ず
ね
て
い

る
。

　

農
水
省
で
は
今
回
の
調
査
結
果
を

踏
ま
え
て
、
相
続
税
等
納
税
猶
予
制

度
見
直
し
の
要
望
も
含
め
た
都
市
農

業
施
策
の
検
討
に
活
用
す
る
と
し
て

い
る
。�

（
北
川
）

　

南
河
内
地
区
農
業
委
員
会
職
員
協

議
会
が
９
月
25
日
、
河
内
長
野
市
役

所
で
開
か
れ
、
同
地
区
の
農
委
職
員

な
ど
計
９
人
が
出
席
し
た
。

　

小
作
台
帳
の
整
理
・
保
存
・
確
認

方
法
等
を
議
題
と
し
て
協
議
。
特
に

相
続
に
伴
う
小
作
権
承
継
者
の
確
認

方
法
や
、
小
作
台
帳
の
農
業
委
員
会

サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
に
つ

い
て
の
作
業
手
順
・
留
意
事
項
・
搭

載
上
の
工
夫
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

併
せ
て
、
常
設
審
議
委
員
会
に
お
け

る
委
員
か
ら
の
質
問
へ
の
対
応
に
つ

い
て
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　

続
い
て
農
業
会

議
増
山
総
務
課
主

幹
か
ら
、
９
月
11
日
に
開
催
し
た
第

４
回
農
地
法
等
業
務
推
進
検
討
会
の

協
議
・
意
見
交
換
内
容
に
つ
い
て
報

告
。
農
地
転
用
許
可
済
証
明
・
届
出

受
理
済
証
明
の
発
行
に
際
し
て
の
留

意
事
項
を
伝
達
し
た
ほ
か
、
市
街
化

区
域
内
農
地
の
事
後
的
転
用
届
出
に

関
す
る
取
扱
い
に
つ
い
て
議
論
し
た

旨
を
報
告
し
た
。
特
に
第
２
種
農
地

の
代
替
性
の
判
断
に
お
い
て
は
、
代

替
性
が
な
い
こ
と
の
よ
り
詳
細
な
確

認
が
必
要
で
あ
る
旨
を
強
調
し
た
。

�

（
増
山
）
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農
林
水
産
省
都
市
農
業
室
は
こ
の

ほ
ど
、「
農
地
及
び
農
業
用
施
設
の
所

有
状
況
に
関
す
る
実
態
調
査
」
を
実

施
。
全
国
農
業
会
議
所
を
通
じ
て
農

業
委
員
会
へ
の
協
力
を
依
頼
し
、
生

産
緑
地
を
所
有
す
る
農
業
者
等
の
農

地
及
び
農
業
用
施
設
の
所
有
状
況
に

関
す
る
実
態
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　

農
業
会
議
は
10
月
20
日
、
第
１
２

７
回
常
設
審
議
委
員
会
を
大
阪
市

内
・
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
大
阪
信
連
事
務
セ

ン
タ
ー
で
開
い
た
。

　

第
１
号
議
案
の
農
地
法
第
４
条
及

び
第
５
条
の
規
定
に
基
づ
く
意
見
聴

取
に
回
答
す
る
件
（
高
槻
市
、
茨
木

市
、
和
泉
市
、
泉
佐
野
市
、
泉
南
市
、

堺
市
、
河
内
長
野
市
、
大
阪
狭
山
市
、

八
尾
市
、交
野
市
農
業
委
員
会
会
長
）

16
件
（
１
万
３
６
６
４
平
方
㍍
）
を

許
可
や
む
を
得
な
い
と
認
め
、
回
答

す
る
こ
と
を
議
決
し
た
。

　
【
第
１
号
議
案
】

�

件
数　

面
積
（
平
方
㍍
）

第
４
条　

４�

２
７
４
７

第
５
条　

12�

１
万
０
９
１
７

合　

計　

16�

１
万
３
６
６
４

（
農
地
区
分
別
件
数
は
、
３
種
農
地

13
件
、
２
種
農
地
３
件
）

　

調
査
の
背
景
に
は
、
相
続
税
等
納

税
猶
予
の
適
用
範
囲
拡
大
に
関
す
る

要
望
の
動
き
が
あ
る
。
本
年
４
月
以

降
、
東
京
都
や
神
奈
川
県
の
自
治
体

や
農
業
委
員
会
、
Ｊ
Ａ
関
係
者
が
国

に
対
し
て
相
次
い
で
要
望
。
畜
舎
や

農
機
具
倉
庫
な
ど
農
地
と
一
体
で
活

用
さ
れ
て
い
る
農
業
用
施
設
も
納
税

農
地
法
関
連
課
題
な
ど
共
有

�

南
河
内
地
区
職
協

2026年（令和８年）11月1日

　

大
阪
府
農
業
委
員

会
職
員
協
議
会
と
農

業
会
議
は
10
月
８
日
、

令
和
８
年
度
第
５
回

農
地
法
等
業
務
推
進

検
討
会
を
開
催
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
９
月

30
日
付
で
農
水
省
よ

り
発
出
さ
れ
た
農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進

法
の
基
本
要
綱
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
農

地
転
用
許
可
後
に
地

域
計
画
の
変
更
手
続

き
が
可
能
と
な
っ
た

件
に
つ
い
て
協
議
を

行
っ
た
。

　

大
阪
府
農
政
室
推
進
課
地
域
計
画

推
進
チ
ー
ム
の
吉
田
博
文
農
地
活
用

担
当
補
佐
は
、
地
域
で
事
前
に
協
議

を
行
い
、
地
域
計
画
の
達
成
に
支
障

が
な
い
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
限
り
、

変
更
広
告
を
待
た
ず
に
協
議
結
果
の

公
告
縦
覧
後
に
農
地
転
用
等
の
許
可

申
請
が
可
能
と
説
明
。
な
お
、
転
用

許
可
申
請
の
受
付
後
、
地
域
計
画
変

更
の
公
告
縦
覧
後
に
意
見
対
応
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
、
転
用
許
可
申
請

手
続
き
に
も
影
響
が
及
ぶ
た
め
、
速

や
か
に
変
更
広
告
を
行
う
こ
と
が
必

要
と
し
、
複
数
案
件
を
ま
と
め
て
公

告
す
る
こ
と
は
避
け
る
よ
う
求
め
た
。

　

そ
の
後
、
第
２
種
農
地
に
お
け
る

蓄
電
池
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
。

地
目
変
更
を
目
的
と
し
た
転
用
申
請

が
行
わ
れ
、
許
可
後
も
蓄
電
池
の
施

工
に
至
ら
な
い
事
例
が
散
見
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
第
２
種
農
地
で
申
請
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
代
替
性
を
厳
格

に
審
査
す
る
と
と
も
に
、
雑
種
地
や

第
３
種
農
地
へ
の
誘
導
を
図
る
こ
と

が
重
要
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

�

（
林
佑
）

　

８
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
各
地

の
農
委
等
で
研
修
会
が
開
か
れ
た
。

農
業
会
議
事
務
局
が
農
業
情
勢
と
農

業
委
員
会
組
織
の
課
題
、
都
市
農

業
・
農
地
を
巡
る
制
度
等
に
つ
い
て

報
告
し
た
。（
①
開
催
日
、
②
説
明

者
、
③
開
催
場
所
）。

○
交
野
市
農
委
（
友
田
正
直
会
長
）

　
�

①
８
月
25
日
、
②
北
川
専
務
理
事

兼
事
務
局
長
、
③
交
野
市
役
所

○
泉
大
津
市
農
委（
北
島
政
夫
会
長
）

　

�

①
８
月
27
日
、
②
北
川
専
務
理
事

兼
事
務
局
長
、
③
同
市
役
所

〇
茨
木
市
農
委
（
中
村
正
治
会
長
）

　

�

①
９
月
28
日
、
②
北
川
専
務
理
事

兼
事
務
局
長
、
③
同
市
役
所

〇
大
東
市
農
委
（
辻
田
茂
会
長
）

　

�

①
10
月
６
日
、
②
沼
田
農
政
課
副

主
幹
、
③
同
市
役
所

○
阪
南
市
農
委
（
草
竹
義
和
会
長
）

　

�

①
10
月
８
日
、
②
沼
田
農
政
課
副

主
幹
、
③
同
市
役
所

○
摂
津
市
農
委
（
渡
邉
勝
彦
会
長
）

　

�

①
10
月
13
日
、
②
沼
田
農
政
課
副

主
幹
、
③
同
市
役
所

〇
箕
面
市
農
委
（
稲
垣
惠
一
会
長
）

　

�

①
10
月
16
日
、
②
沼
田
農
政
課
副

主
幹
、
③
同
市
役
所

農地転用許可に伴う
� 地域計画の変更手続き等を協議
� 第５回農地法等業務推進検討会

第
127
回
常
設
審
議
委
員
会

農
業
用
施
設
調
査
に
ご
協
力
を

農
委
等
の
研
修
各
地
で


